


① 指導員の指示が無くても自力で遂行できることを確認しておきましょう（事前準備）
    ※遂行：立ったままの姿勢で「ハサミを用いて脇芽を切りとる」工程

② 作業のしやすい枝(見分けやすい枝、手の届きやすい枝)から作業を開始しましょう　（段階付け）
    ※本葉と脇芽から伸びている葉の見極めをすることがこの作業のポイントとなります

③ 作業になれるまでは作業スピードよりも正確性を重視して行うよう誘導し、指導員は必ず
     確認しましょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （段階付け）

④ 定期的に休憩時間をとり、作業再開時にはポイントを再確認しましょう       （集中力の維持）

⑤ 仕上がり状況を随時確認して、必要に応じて対象者にわかりやすいアドバイス・モデリング
    を行いましょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（精度の向上）

⑥ 農家に同じ園地で作業を行ってもらい、適宜作業状況の確認やできていることを中心に声か
    けを行ってもらいましょう                                                                      （意欲の向上）

① ぶどうの房には、手で触れたり、頭 ( 帽子 ) をぶつけないように気をつけましょう
　 果実の表面をうっすら覆っている白っぽい粉のようなもの ( 果粉 ) がとれると商品価値が落
    ちます

② 脇芽が混み合っている場合、結果枝と脇芽の区別がつきにくくうまく処理できない場合があ
    ります

③ このマニュアルは、開花後の脇芽管理での活用を想定しています ( 開花前は方法が異なるた
    め農家が実施します )

④ この写真では脇芽が 10 数センチ伸びていますが、これより短かったり長い場合もあります

⑤ ハサミを使った作業が危険とされる場合は、手で脇芽を摘み取る場合もあります ( 事前に農
    家に相談して下さい )

⑥ 脇芽の処理に慣れてくると、結果枝の各節から伸びてくる巻づるの処理 ( カット ) を同時に
    行うことができます
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